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鍋料理大好き !! 笑顔で接客。試食コーナーも大人気

（写真上）PR キャラ命名「たっこ王子」。左は考案した中野洋子さん
（写真下）会場は多くの来場者で大にぎわい。丼や鍋料理に舌鼓

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
た
っ
こ
王
子
﹂
に
命
名

はじめてのハッピーバースデイ
平成22年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●大向亜
あ み

実ちゃん
Ｈ22.3.10

（遠瀬・女の子）
我が家のアイドル亜実
ちゃん。お兄ちゃんた
ちと仲良くね！

●古郡　寧
ねい

ちゃん
Ｈ22.3.12

（矢田郎・男の子）
お誕生日おめでとう。
お姉ちゃんと仲良く、
明るく丈夫な子に育っ
てね。

●内宮捷
としひろ

景ちゃん
Ｈ22.3.12

（上相米・男の子）
生まれた時は小さかっ
たけど、今では大きく
なったね。アンパンマ
ンみたいに強く、優し
い男の子になってね。

●池田咲
さ き な

菜ちゃん
Ｈ22.3.19

（七日市・女の子）
お兄ちゃんにそっくり
な咲菜ちゃん。美人に
なるぞぉ！

●藤村昂
こ う た

汰ちゃん
Ｈ22.3.24

（下本町・男の子）
お姉ちゃんに負けない
ように、明るく大きく
育ってネ。

　

２
月
26
日
、
第
４
回
た
っ
こ

に
ん
に
く
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
で
大
盛
況
で
し
た
。

  

会
場
で
は
、
に
ん
に
く
入
り

の
鍋
料
理
や
丼
、
加
工
品
が
格

安
で
提
供
さ
れ
、
各
コ
ー
ナ
ー

に
は
長
い
列
が
で
き
る
な
ど
熱

気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
町
が
企
画
・
制
作
し

た
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
の
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
も
公
表

さ
れ
、
５
９
４
件
の
応
募
の
中

か
ら
、
南
部
町
の
主
婦
中
野
洋

子
さ
ん
が
考
案
し
た
「
た
っ
こ

王
子
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
着
ぐ
る
み
な
ど
と
し
て
町

の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

大
盛
況
！ 

第
４
回
た
っ
こ
に
ん
に
く
ま
つ
り



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

惜
別
・
涙
・
希
望
を
胸
に
未
来
へ

の
旅
立
ち

●
田
子
高
校
第
33
回
卒
業
証
書
授
与
式
（
３
月
１
日
）

　

生
徒
56
名
（
男
子
24
名
、
女
子
32
名
）
が
卒
業
。
３
年
間
の
思
い
を
胸
に
学
舎
を
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
へ
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
進
学
や
就
職
面
で
は
、
国
公
立
大
学
に
８
名
合
格
、
就
職
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
内
定
を
決
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
で
は
、
郷
土
芸
能
部
が
第
34
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
日
本
一
と
な

る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
今
年
の
県
高
総
文
郷
土
土
芸
能
部
門
で
は
３
連
覇
の
快
挙
を
達
成
。
家

庭
部
は
、
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
で
東
北
大
会
に
出
場
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
弓
道
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
東
北
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
、
田
子
高
校
に
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
心
で
活
躍
し
た
卒
業
生
56
名
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

保護者、先生方、後輩らの温かい拍手に送られて会場を後にする

「卒業証書授与」３年間の思い出が胸に……

たくましく成長した卒業生一同 「校歌斉唱」卒業生の目には涙が



　
3 今月の話題

●
田
子
中
学
校
第
64
回
卒
業
証
書
授
与
式
（
３
月
８
日
）

　

生
徒
62
名
（
男
子
33
名
、
女
子
29
名
）
が
卒
業
。
３
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
進
学

へ
の
道
へ
第
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
「
県
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
中
学
校
に
な
る
」
を
合
言
葉
に
、
３
年
生
を
中
心
に
、
勉
強
、
部
活
動
等
に
取

り
組
み
、
徐
々
に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
相
撲
部
の
活

躍
が
光
り
ま
し
た
。
第
７
回
全

日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会
中

学
生
無
差
別
級
で
優
勝
。
中
学

生
重
量
級
で
準
優
勝
。
第
31
回

東
北
中
学
校
相
撲
大
会
で
個
人

２
年
生
と
１
年
生
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
５
位
に
入
賞
。
野
球
部
は
、

第
１
回
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ス
タ
ジ

ア
ム
杯
で
優
勝
。
ス
キ
ー
で
は

全
国
大
会
に
２
名
出
場
。
東
北

大
会
で
は
７
位
入
賞
な
ど
。
１
・

２
年
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
土
台
を
作
り
上
げ
た
３

年
生
62
名
。
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

「旅立ちの歌」を合唱する卒業生。３年間の思い出が胸に込み上げる

保護者に花束を渡す卒業生。目には涙

「卒業記念品」白澤翔太君（右）と鳥井本茉奈美さん

多くの保護者、在校生が見守った

「卒業証書授与」校長先生の言葉が胸に刻まれる
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自
治
功
労
を
讃
え
全
国
町

村
会
議
長
会
等
表
彰
伝
達

　

２
月
24
日
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
と
青
森
県
町
村
議
会
議

長
会
の
自
治
功
労
者
に
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
た

の
は
、
澤
口
勝
議
長
、
蹴
揚
清

見
議
員
、
砂
子
田
康
雄
副
議
長

の
３
人
で
す
。

　

澤
口
勝
議
長
は
、
田
子
町
議

会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
、
議

会
議
長
と
し
て
７
年
以
上
在
職

し
、
全
国
町
村
会
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

蹴
揚
清
見
議
員
は
、
田
子
町

議
会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
在

職
し
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

砂
子
田
康
雄
副
議
長
は
、
田

子
町
議
会
議
員
と
し
て
11
年
以

上
在
職
し
、
青
森
県
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

田
子
高
校
ギ
ル
ロ
イ
海
外

語
学
研
修
報
告
会

　

２
月
９
日
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
22
年
度
田
子

高
校
ギ
ル
ロ
イ
海
外
語
学
研
修

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
研
修
が

中
止
と
な
り
、
今
年
度
は
１
年

生
８
人
、
２
年
生
６
人
の
合
わ

トピックス

故
佐
藤
清
治
氏
（
瑞
宝
双

光
章
）

　

故
佐
藤
清
治
さ
ん
（
元
田
子

町
助
役
）
に
、
２
月
15
日
、
松

橋
町
長
か
ら
「
勲
記
・
勲
章

（
瑞
宝
双
光
章
）」
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
（
長
男
の
佳
章
さ
ん
が

受
領
）。
町
長
は
、「
町
助
役
と

し
て
、
永
き
に
渡
り
町
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
、

故
人
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
た
。

【
故
佐
藤
清
治
氏
の
略
歴
】

　

大
正
15
年
生
ま
れ
。
昭
和
26

年
上
郷
村
役
場
に
奉
職
。
昭
和

30
年
田
子
町
と
上
郷
村
が
合
併

し
た
後
は
田
子
町
職
員
と
し
て

財
務
・
税
務
・
町
民
・
総
務
・

せ
て
14
人
が
、
１
月
４
日
か
ら

12
日
ま
で
の
（
９
日
間
）
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触

れ
、
市
内
の
中
学
校
や
高
校
を

訪
れ
語
学
力
の
向
上
や
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ギ
ル
ロ

イ
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
姉
妹

都
市
交
流
や
町
作
り
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
い
た
こ
と
な
ど
、

写
真
や
映
像
を
交
え
て
、
研
修

の
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

資
源
ご
み
集
団
回
収
を
学

ぶ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会

　

２
月
18
日
、
平
成
22
年
度
田

子
町
自
治
会
連
合
会
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
各

自
治
会
の
会
長
や
廃
棄
物
減
量

推
進
員
な
ど
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
自

治
会
な
ど
を
対
象
に
資
源
物
集

団
回
収
の
モ
デ
ル
団
体
を
指
定

し
、
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

設
置
費
用
の
補
助
を
す
る
な

ど
、
廃
棄
物
の
減
量
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修

会
で
は
、「
地
域
ぐ
る
み
の
ご
み

減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
・
不

法
投
棄
防
止
の
推
進
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
戸
町
の

六
日
町
老
人
ク
ラ
ブ「
百
寿
会
」

松
原
清
治
会
長
を
講
師
に
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、「
環
境
に
優
し
く
、

健
康
に
も
家
計
（
財
政
）
に
も

優
し
い
エ
コ
活
動
」
を
合
言
葉

に
「
環
境
エ
コ
協
働
隊
」
を
会

員
53
人
で
組
織
し
、
資
源
物
の

集
団
回
収
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
活
動
を
通
し
て
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

松
原
会
長
は
、「
心
が
け
次

第
で
ゴ
ミ
は
確
実
に
減
る
。
そ

れ
に
は
、
一
人
一
人
が
ゴ
ミ
の

排
出
量
削
減
に
対
し
て
こ
ま
め

に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
事
」と
、

ゴ
ミ
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
を
語
り

ま
し
た
。

多くの方々が生徒の報告に聞き入った

自治功労者表彰を伝達される澤口勝議長

ト
ピ
ッ
ク
ス

受領した長男の佳章さん（右）とご家族

真剣に講演を聴く参加者
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▽
20
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）

第
66
回
県
民
体
育
大
会

★
９
月

▽
４
日
（
日
）
第
19
回
青
森
県

民
駅
伝
競
争
大
会
（
青
森
市
）

▽
11
日
（
日
）
第
57
回
町
民
大

運
動
会
（
田
子
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

▽
25
日
（
日
）
第
３
回
元
気
に

歩
こ
う
大
会

★
10
月

▽
29
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

第
46
回
田
子
町
文
化
祭
（
作
品

展
示
、
体
験
教
室
、
露
店
）

★
２
月

▽
５
日
（
日
）
第
34
回
文
化
協

会
芸
能
発
表
会
（
タ
プ
コ
ピ
ア

ン
プ
ラ
ザ
）

▽
16
日
（
木
）
平
成
23
年
度
文

化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

（
中
央
公
民
館
）

●
社
会
教
育
関
係
行
事

★
６
月

▽
11
日
（
土
）
～
12
日
（
日
）

を
開
き
、
日
本
の
伝
統
的
な
ひ

な
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
茶

室
に
は
、
ひ
な
人
形
や
桃
の
花

が
飾
ら
れ
、
金
屏
風
と
緋
毛
氈

が
雅
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ

し
、
園
児
ら
は
、
し
と
や
か
に
、

管
理
課
長
を
歴
任
し
た
。
昭
和

52
年
そ
の
優
れ
た
行
政
手
腕
を

か
わ
れ
、
田
子
町
収
入
役
に
就

任
、
さ
ら
に
昭
和
54
年
か
ら
昭

和
62
年
ま
で
の
８
年
間
田
子
町

助
役
に
就
任
し
、
広
く
民
生
の

安
定
と
地
方
自
治
の
発
展
の
た

め
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
、
田
子
町
進
学
資
金
協
力
会

会
長
等
歴
任
。

成
長
を
願
い
、
各
保
育
園

等
で
「
ひ
な
ま
つ
り
」

　

３
月
３
日
は「
ひ
な
ま
つ
り
」

で
し
た
。
各
保
育
園
等
で
子
ど

も
の
成
長
を
願
い
、
ひ
な
ま
つ

り
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
子
保
育
園
で
は
、
お
茶
会

トピックス・公民館情報

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
行
儀
よ

く
お
茶
会
の
作
法
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

上
郷
保
育
園
で
は
、
上
郷
小

学
校
１
年
生
を
招
い
て
、
ひ
な

ま
つ
り
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、
ま
ず
、
１

年
生
か
ら
小
学
校
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
、
園
児
か
ら
は
、

劇
遊
び
「
ぞ
う
さ
ん
の
は
な
は

な
ぜ
な
が
い
」
が
発
表
さ
れ
楽

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

田
子
幼
稚
園
で
は
、
ひ
な
ま

つ
り
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
７
段
飾
り
の
大
き

な
ひ
な
人
形
と
、
子
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
ひ
な

人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
で
輪
に
な
っ
て
「
う
れ
し
い

ひ
な
ま
つ
り
」
を
手
遊
び
を
交

え
て
歌
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
で
楽

し
み
ま
し
た
。

日本の伝統的なお茶会が開かれた田子保育園

田子幼稚園児の前には手作りのひな人形

昨年の郡総合の様子（卓球競技）

昨年の元気に歩こう大会（奥入瀬渓流）

上郷保育園では上郷小１年生を招き、楽しく交流

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
ジ
ャ
ン
ル
別
行
事
予
定

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
63
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会

（
主
会
場　

新
郷
村
）

★
７
月

▽
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

第
62
回
北
奥
羽
総
合
体
育
大
会

（
八
戸
市
）

▽
23
日
（
土
）
～
25
日
（
月
）

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
２
０

１
１
（
砥
場
ノ
平
キ
ャ
ン
プ
場
）

★
８
月

▽
２
日
（
火
）
～
４
日
（
木
）

水
泳
教
室
（
町
民
プ
ー
ル
）
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本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し

ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

　

図
書
館
で
は
毎
月
第
２
第
４

土
曜
日
午
前
10
時
30
分
か
ら

「
本
の
読
み
き
か
せ
」
と
「
と

し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
本

を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
こ
の
春
か
ら
は
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
、

図
書
館
で
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
ま
せ
ん
か
？　

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象

　

小
学
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

▼
参
加

　

そ
の
場
で
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。

▼
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る

絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
折
り
紙

作
り
な
ど
。
参
加
す
る
と
会
員

カ
ー
ド
に
シ
ー
ル
を
１
枚
貼
り

ま
す
。

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
実
施
中

▼
期
間　

３
月
26
日
（
土
）
～

５
／
29
（
日
）

▼
対
象

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容

　

図
書
館
ま
た
は
上
郷
公
民
館

の
本
を
１
冊
借
り
る
と
台
紙
に

ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
が
30
個
に
な
っ
た

ら
、
そ
の
場
で
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
期
間
中
は
何
度

で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

図
書
館
情
報

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

　
「
本
の
読
み
き
か
せ
」
と
「
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
」

▽
下
旬　

平
成
23
年
度
田
子
町

生
涯
学
習
講
演
会
（
中
央
公
民

館
）

●
中
央
公
民
館
行
事

★
１
月

▽
８
日
（
日
）
平
成
24
年
田
子

町
成
人
式
（
中
央
公
民
館
）

▽
11
日
（
水
）
第
37
回
新
春
書

き
初
め
大
会
（
中
央
公
民
館
）

※
各
種
講
座
は
随
時
開
催　
　

●
上
郷
公
民
館
行
事

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
▽
５
月
～
２
月
（
毎
月
第

４
火
曜
日　

10
回
程
度　

上
郷

公
民
館
）

★
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾
（
年
10
回

程
度　

上
郷
公
民
館
）

※
各
種
講
座
は
随
時
開
催　

●
子
ど
も
会
行
事

★
７
月

▽
23
日
（
土
）
～
25
日
（
月
）

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
２
０

１
１
（
砥
場
ノ
平
キ
ャ
ン
プ
場
）

★
10
月

▽
29
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

　

子
ど
も
の
祭
典

★
12
月

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
研

修
会

★
２
月

　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今日はどんな絵本かな？

公
民
館
講
座
受
講
会
員
募
集

　

平
成
23
年
度
公
民
館
講
座
受
講
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

自
主
運
営
方
法
に
よ
り
講
座
の
種
別
選
び
か
ら
、
運
営
・
計
画

立
案
・
実
施
ま
で
行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
希
望
の
講
座
を
、
仲
間
同
士
で
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
28
日
（
木
）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

４
月
の
図
書
館
行
事

▼
４
／
６
（
水
）
午
前
10
時
～

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
４
／
９
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ　

折
り
紙
で
「
リ
ボ
ン
」

を
作
り
ま
す

▼
４
／
23
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
」
作
り

▼
４
／
23
（
土
）
～

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー

ナ
ー

▼
４
／
23
（
土
）
～
５
／
９
（
月
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間

書き初め大会の様子
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古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰

り
コ
ー
ナ
ー

▼
日
時　

４
／
23
（
土
）
～

　

本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

▼
対
象

　

貸
出
券
を
お
持
ち
の
中
学
生

以
上
の
方

▼
内
容

　

図
書
館
で
購
入
し
１
年
が
経

過
し
た
古
雑
誌
や
、
除
籍
さ
れ

た
古
本
な
ど
を
決
め
ら
れ
た
冊

数
だ
け
差
し
上
げ
ま
す
。

※
人
気
が
あ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め

に
図
書
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●処世術
▽ゆるく考えよう／ちきりん

／159チ
▽ハーバードの人生を変える

授業／タル・ベン・シャハ
ー／159ベ

▽悩みも苦しみもメッタ斬
り！／美輪明宏／159ミ

●健康
▽医師と料理家がすすめる糖

尿病レシピ／有元葉子／
493ア

▽コレステロール・中性脂肪
対策の食事術／493コ

●料理・生活
▽老いのシンプル節約生活／

阿部絢子／592ア
▽野菜たっぷり丼レシピ／柳

澤英子／596ヤ
▽人生がときめく片づけの魔

法／近藤麻理恵／597コ
●コミック
▽毎日かあさん７／ぐるぐる

マニ車編／西原理恵子／
726サ

●スポーツ
▽大相撲力士名鑑／平成23

年度／788オ
▽横綱歴代69人／788ヨ
●時代小説
▽あんでらすの鐘　高瀬川女

船歌／澤田ふじ子／913
サ

▽古着屋総兵衛影始末①死闘
②異心／佐伯泰英／913
サ

▽新・古着屋総兵衛①血に非
ず／佐伯泰英／913サ

▽吉原十二月／松井今朝子／
913マ

▽ジョン・マン／波濤編／山
本一力／913ヤ

●ミステリー
▽天使の報酬／真保裕一／

913シ
▽十津川警部赤と白のメロデ

ィ／西村京太郎／913ニ
▽新神戸愛と野望の殺人／西

村京太郎／913ニ
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集０１、０２／西村
京太郎／913ニ

●そのほかの小説
▽こちらあみ子／今村夏子／

913イ
▽おしまいのデータ／瀬尾ま

いこ／913セ
▽風景／瀬戸内寂聴／913

セ
●エッセイ
▽ナマズの幸運。／川上弘美

／914カ
▽ほどよい快適生活術／岸本

葉子／914キ
▽お徳用愛子の詰め合わせ／

佐藤愛子／914サ

　

助
成
対
象
者
は
、
次
に
掲
げ

る
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

で
す
。

⑴
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

田
子
町
に
転
入
す
る
若
者
世
帯

の
人
、
ま
た
は
田
子
町
に
住
所

が
あ
り
婚
姻
に
よ
り
夫
婦
世
帯

と
な
る
人

※
若
者
世
帯
と
は
、
世
帯
主
と

な
る
人
が
、
18
歳
以
上
39
歳
ま

で
の
単
身
及
び
夫
婦
世
帯
（
配

偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
人
そ
の
他
婚
姻
の

予
定
者
含
む
）が
い
る
人
、
も
し

く
は
扶
養
す
る
同
居
親
族
と
し

て
学
齢
に
達
し
な
い
人
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
児

童
生
徒
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る

人
が
い
る
人
）
を
い
い
ま
す
。

⑵
田
子
町
に
３
年
以
上
継
続
し

て
定
住
す
る
意
思
の
あ
る
人

⑶
独
立
生
計
を
営
み
、
家
賃
を

支
払
う
能
力
が
あ
る
人

⑷
公
租
公
課
を
滞
納
し
て
い
な

い
人

⑸
暴
力
団
員
で
な
い
人

⑹
公
務
員
で
な
い
人

２
．
助
成
金
の
額

　

月
額
２
万
円
（
た
だ
し
、
家

賃
の
額
が
２
万
円
を
下
回
る
と

き
は
、
そ
の
家
賃
の
額
）

３
．
助
成
金
の
交
付
期
間

　

３
年
間

４
．
田
子
町
若
者
定
住
促
進
住

宅
　

町
が
整
備
し
た
若
者
定
住
を

促
進
す
る
た
め
の
住
宅
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民

課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３
FAX 

32
‐

４
２
９
４

田
子
町
若
者
定
住
促
進
住

宅
等
入
居
支
援
事
業

　

田
子
町
で
は
、
町
の
定
住
人

口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
降
に
田
子
町
に
転
入
す

る
若
者
世
帯
の
人
ま
た
は
田
子

町
に
住
所
が
あ
り
婚
姻
に
よ
り

夫
婦
世
帯
と
な
る
人
が
、
田
子

町
若
者
定
住
促
進
住
宅
及
び
民

間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
場
合
、

家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
内
容

１
．
助
成
対
象
者

お
知
ら
せ

　

17
回
目
と
な
る
統
一
地
方
選

挙
に
お
い
て
、
田
子
町
で
は
２

つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
青
森
県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
10
日
（
日
）

◎
田
子
町
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
24
日
（
日
）

※
町
議
会
議
員
立
候
補
届
出
日

　

４
月
19
日
（
火
）

　

な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
と

町
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
は

住
所
要
件
及
び
基
準
日
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
最
近
住
所

移
転
さ
れ
た
方
は
予
め
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
田
子
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
32
‐
３
１
１
１

統
一
地
方
選
挙
の
お
知
ら
せ
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※
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実
が
発

生
し
た
日
に
お
け
る
生
計
維

持
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

運
用
の
見
直
し
と
児
童
扶
養
手

当
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
運
用
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
様

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
４
月
以

降
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障

害
基
礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上

回
る
場
合
に
お
い
て
は
、
年
金

受
給
権
者
と
お
子
様
の
間
に
生

計
同
一
関
係
が
な
い
も
の
と
し

て
取
扱
い
、
子
加
算
の
対
象
と

し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
の
照
会
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
額
と
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給

変
更
が
で
き
る
場
合
と
は

　

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手

当
法
施
行
令
で
定
め
る
障
害

（
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金

保
険
法
１
級
相
当
）
の
状
態
に

あ
る
こ
と
で
、
配
偶
者
に
支
給

さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害

年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
額
と
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給

変
更
が
で
き
な
い
場
合
と
は

　

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年

金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
で
き

ま
せ
ん
。

▼
照
会
先

●
障
害
年
金
加
算
改
善
法

 

・
八
戸
年
金
事
務
所
☎
０
１
７

８
‐
43
‐
７
３
６
８

 

・
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

※
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

に
手
続
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す

●
児
童
扶
養
手
当
額
や
児
童
扶

養
手
当
制
度
に
つ
い
て

 

・
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

巨
木
・
名
木
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
の
お
願
い

　

田
子
町
で
は
、
町
内
に
現
存

田
子
町
定
住
化
雇
用
促
進

事
業

　

田
子
町
で
は
、
町
の
定
住
人

口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
降
に
新
規
卒
業
者
、
町

外
在
住
者
及
び
専
業
後
継
者
と

な
る
人
を
、
町
内
事
業
者
が
正

規
雇
用
し
た
場
合
、
事
業
者
に

雇
用
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
内
容

１
．
対
象
事
業
者

　

対
象
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ

る
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
事

業
者
で
す
。

⑴
田
子
町
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
事
業
者
（
行
政
機
関
を
除

く
）
ま
た
は
個
人
事
業
者

⑵
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

新
規
卒
業
者
、
町
外
在
住
者
及

び
専
業
後
継
者
で
田
子
町
に
住

所
が
あ
る
人
を
、
１
年
以
上
雇

用
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
者
が

増
員
（
定
年
退
職
等
に
よ
る
補

充
雇
用
を
含
む
）
と
な
る
事
業

者※
新
規
卒
業
者
と
は
、
田
子
町

に
住
所
が
あ
り
（
学
業
の
事
情

に
よ
る
転
出
者
含
む
）、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
及
び
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
を
卒
業
し
１
年
未

満
の
人
及
び
卒
業
後
３
年
以
内

の
人
で
正
規
雇
用
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

※
専
業
後
継
者
と
は
、
商
工
業

及
び
農
業
者
の
後
継
者
で
年
間

の
従
事
日
数
が
３
分
の
２
以
上

の
人
を
い
い
ま
す
。

２
．
奨
励
金
の
額　

雇
用
者
一

人
当
た
り
年
額
20
万
円

３
．
奨
励
金
の
交
付
期
間

　

３
年
間

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民

課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３
FAX 

32
‐

４
２
９
４

平
成
23
年
４
月
か
ら

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時

に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
お

子
様
が
い
る
場
合
で
、
障
害
等

級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当

す
る
方
に
加
算
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月
施

行
の
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
お

子
様
が
い
る
場
合
に
も
届
出
に

よ
っ
て
加
算
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
平
成
23
年
３
月
ま
で
は

○
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計

を
維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様

を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
受

給
権
発
生
時
（
※
）
か
ら
加
算

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
受
給
権
発
生
時
に
お
け
る
生

計
維
持
関
係
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

●
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
加
算

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
！

○
平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前

に
お
い
て
＜
受
給
権
発
生
後
に

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
や
お

子
様
を
有
し
て
い
る
場
合
に

は
、
法
施
行
時
（
※
）
か
ら
加

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
31
日
に
お
け

る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

お
い
て
、
受
給
権
発
生
後
に
生

計
を
維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子

様
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し
た

時
点
（
※
）
か
ら
加
算
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
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０
０
年
以
上
）

・
姿
、
形
に
特
徴
が
あ
る
も
の

・
伝
説
、
由
緒
の
あ
る
も
の

▼
情
報
提
供
締
切

　

平
成
23
年
４
月
末

　

情
報
提
供
い
た
だ
い
た
樹
木

は
、
か
な
ら
ず
し
も
指
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

田
子
町
の
自
然
を
把
握
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ

よ
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
正
し
い
動
物
の
飼

い
方
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

特
に
、
道
路
や
公
園
で
の
犬

等
の
フ
ン
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
あ
な
た
は
犬
の
フ
ン
の
後
始

ん
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
田
子
町
教
育
委
員
会
教
育
課

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
☎
20
‐
７

０
７
０

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

●
犬
の
散
歩
中
の
放
し
飼
い
、

フ
ン
に
よ
る
後
始
末
に
つ
い
て

　

町
に
は
、
依
然
と
し
て
犬
に

末
を
し
て
い
ま
す
か
？

◎
「
後
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
」

で
す
。

　

み
ん
な
が
迷
惑
し
て
い
ま

す
。
犬
が
散
歩
中
に
フ
ン
を
し

た
場
合
は
、
必
ず
家
に
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犬
の
散
歩
中
に
放
し

飼
い
に
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

放
し
飼
い
散
歩
は
絶
対
に
や

す
る
巨
木
・
名
木
を
選
定
し
、

天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
し
、

永
く
保
護
管
理
す
る
た
め
の
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
皆
様
の
周
辺
に

次
に
該
当
す
る
樹
木
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
情
報
提
供
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
該
当
用
件

・
樹
齢
の
古
い
も
の
（
推
定
２

介護保険料を忘れずに納付しましょう
　介護保険料は、40歳以上の方全員が納めなければならない社会保険です。
40歳から64歳までは医療保険と一緒に徴収されていますが、65歳以上にな
ると年金からの天引きまたは納付書で納めることとなります。
　介護保険サービスを現在利用していないからといって、納めなくても関係
ないと思っている方がいるのではないでしょうか。
　介護保険料を滞納した場合、介護サービスを受ける際、本人が１割負担で
済むものが一時全額負担になったり、３割負担になったりする恐れがあります。

①介護保険サービスを利用していて、保険料の滞納があるときは、事業者へ
の支払いは次のようになります。

※償還払い化……サービス提供者（事業者）に一旦全額支払って、後で町から９割
を戻すこと。
※一時差止……サービス提供者（事業者）に全額支払い、９割の返戻はない。
※差止額からの控除……一時差止された保険給付から滞納保険料を控除すること。

例１）現在、要介護度１でデイサービスを月５回利用しているが、１年６カ
月保険料を滞納している。

　677単位×５回＝3,385単位　１単位＝10円→33,850円／月
　本来は、3,385円／月（１割）の負担でよいものが

　33,850円をデイサービス事業者に支払います。
　※なお、一時差止する期間は、滞納額によって決定されます。

②今から介護保険サービスを利用する場合で、過去に保険料の未納があると
きは、事業者への支払いは次のようになります。

例２）新規で要介護認定を受けて要介護３となったため、これからデイサー
ビス月10回、ヘルパーを月10回（生活援助を１日30分以上１時間未満）
を利用する計画であるが、今は滞納がないが過去５年分の未納がある。

●サービスの合計額
　○デイサービスの利用金額
　　886単位×10回＝8,860単位　１単位＝10円→88,600円／月
　○ヘルパーの利用金額
　　229単位×10回＝2,290単位　１単位＝10円→22,900円／月
　　合計　88,600円＋22,900円＝111,500円／月

●３割負担する期限

※負担する期限を算出する場合は、過去10年にさかのぼって計算されます。

→　以上から今回の場合は、15カ月（１年３カ月）は３割負担となる。

　本来は、11,150円／月（１割）の負担でよいものが

　111,500円の３割→33,450円／月を15カ月間支払うこととなる。
	 デイサービス事業者に26,580円／月
	 ヘルパー事業者に6,870円／月

問役場福祉課健康福祉グループ（せせらぎの郷）☎20-7100

納期→督促（滞納処分）→　償還払い化　→　一時差止　→　差止額からの控除

〜１年間
〜１年６カ月

要介護・要支援認定

１割負担３割負担

未納期間に応じた期間

保険料徴収権消滅期間× ×1/2×12カ月保険料徴収権消滅期間
保険料徴収権消滅期間＋保険料納付済期間

未納期間
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搬
入
の
受
け
入
れ
停
止
と
施
設

の
運
転
が
安
定
す
る
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
搬
入
制
限
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間

　

５
月
２
日（
月
）～
８
日（
日
）

▼
搬
入
受
入
日　

４
月
29
日（
金
）

　

閉
庁
日
で
す
が
、
搬
入
の
受

け
入
れ
を
い
た
し
ま
す
。

▼
搬
入
停
止
期
間

　

５
月
２
日（
月
）～
６
日（
金
）

　

搬
入
停
止
に
伴
い
、
し
尿
の

く
み
取
り
も
休
止
い
た
し
ま
す
。

▼
搬
入
制
限
期
間

　

５
月
９
日（
月
）～
13
日（
金
）

　

搬
入
制
限
期
間
中
の
し
尿
の

く
み
取
り
依
頼
は
な
る
べ
く
避

け
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
社
・
法
人
登
記
の
事
務

取
扱
庁
の
変
更
に
つ
い
て

　

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

に
お
け
る
会
社
・
法
人
登
記
事

務
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と
お

り
取
扱
庁
を
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
不
動
産
に
つ
い
て
の

登
記
事
務
は
こ
れ
ま
で
の
と
お

り
八
戸
支
局
で
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
取
扱
庁
を
変
更
す
る
日

回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新
し

い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員

に
古
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、
左
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
後
日
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
お
届
け
す
る

電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の

変
更
も
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（
平

日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知

ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る

と
、
税
務
大
学
校
で
研
修
を
受

け
た
後
、
仙
台
国
税
局
管
内

（
東
北
６
県
）
の
税
務
署
に
配

属
さ
れ
ま
す
。

▼
受
験
資
格

１
．
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
23
年
６
月
13
日

▼
変
更
後
の
取
扱
庁

　

青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

▼
八
戸
支
局
に
お
け
る
変
更
後

の
取
扱
事
務
▽
登
記
事
項
証
明

書
▽
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務

（
登
記
事
項
要
約
書
及
び
紙
に

よ
り
調
製
さ
れ
て
い
る
登
記
簿

の
謄
本
等
交
付
は
除
か
れ
ま
す
）

▽
印
鑑
カ
ー
ド
の
交
付
、
廃
止

の
事
務
▽
電
子
証
明
書
の
発

行
、
使
用
廃
止
、
識
別
符
号
の

変
更
事
務

問
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

☎
０
１
７
８
‐
24
‐
３
３
４
６

問
青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
９
０
４
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電

話
帳
を
配
達
・
回
収
い
た

し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で

は
、
４
月
中
に
順
次
、
新
し
い

電
話
帳（
平
成
23
年
５
月
発
行
）

を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
現
在
お

使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電

話
帳
の
配
達
時
に
回
収
い
た
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
地
球
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

者２
．
平
成
２
年
４
月
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
24
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者▼
受
検
申
込
受
付
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
４
月
14
日
（
木
）
ま
で

▼
受
検
申
込
書
の
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国

税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事

院
東
北
事
務
局

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係
☎
０
２
２
‐
２
６
３

‐
１
１
１
１
内
線
３
２
３
６

防
衛
省
自
衛
官
採
用
試
験

（
春
季
）

▼
種
目

◎
一
般
幹
部
候
補
生

◎
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
期
間　

平
成
23
年
２
月

１
日
（
火
）
〜
５
月
６
日
（
金
）

問
青
森
地
方
協
力
本
部
八
戸
地

域
事
務
所
☎
０
１
７
８
‐
45
‐

１
９
２
０

め
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
の
際
、
人
や
犬
と
す
れ

違
う
と
き
は
、
引
き
綱
を
短
く

し
て
し
っ
か
り
持
つ
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
つ
な
ぐ
場
所
は
、
来
客

な
ど
人
の
通
る
場
所
は
避
け
て

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

犬
を
家
族
の
一
員
と
し
て
接

し
、
飼
育
場
所
は
い
つ
も
清
潔

に
し
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

を
作
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

知
ら
な
い
犬
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

よ
そ
の
犬
と
触
れ
あ
い
た
い

時
は
、
飼
い
主
の
承
諾
を
得
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
で
も
い
き
な

り
手
を
出
す
と
咬
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
搬

入
受
け
入
れ
停
止
の
お
知

ら
せ

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

　

５
月
２
日
～
８
日
ま
で
施
設

の
運
転
を
停
止
し
、
修
繕
工
事

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
の
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月

11
日
か
ら
４
月
17
日
ま
で
の
１

週
間
、『「
消
し
た
か
な
」
あ
な

た
を
守
る
合
言
葉
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
火
災
の
多
く
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。
田
子
町
か
ら
火

災
を
無
く
す
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

　

キ
ツ
ツ
キ
の
仲
間
で
全
長
は
約
30

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
。
年
中
山
に
い
て
、

背
中
か
ら
尾
ま
で
は
黄
緑
色
を
し
て

い
る
。
お
も
に
虫
を
主
食
と
し
て
い

る
が
こ
の
日
は
樹
液
を
吸
い
に
来
て

い
た
。（撮

影
地　

田
子
町
石
亀
山
中
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
ア
オ
ゲ
ラ
」

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
新
入
学
児
童
を
守
ろ
う

　

４
月
は
新
年
度
が
始
ま
り
、

新
社
会
人
、
新
入
学
児
童
等
希

望
に
あ
ふ
れ
た
季
節
で
す
。

　

道
路
に
も
真
新
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
に
し
た
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
１
年
生
が
登
下
校
し
ま
す
。

み
ん
な
で
注
意
し
、
事
故
の
な
い

明
る
い
田
子
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
荒
ら
し
に
注
意
を
！

　

例
年
、
鍵
の
か
け
忘
れ
の
駐

車
中
の
車
や
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を

壊
す
等
し
て
車
内
に
置
い
た
カ

バ
ン
、
バ
ッ
グ
等
の
貴
重
品
が

盗
難
に
遭
う
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

◇
貴
重
品
は
身
に
つ
け
、
車
内

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
ド
ア
は
確
実
に
ロ
ッ
ク
を
！

◇
サ
ン
モ
ー
ル
の
駐
車
場
で
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
駐
車
し

て
い
る
車
が
あ
り
ま
す
。
車
を

盗
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
人

通
り
の
あ
る
日
中
の
わ
ず
か
の
時

間
に
被
害
に
遭
っ
て
お
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

土
壇
場
で
奥
の
一
手
は
豆
鉄
砲 

松
橋
良
則

見
込
ま
れ
て
き
つ
い
言
葉
で
育
て
ら
れ 

中
村
春
太
（
春
雄
）

子
供
よ
り
先
に
キ
レ
て
る
親
が
い
る 　

荷
軽
井
光
生（
光
生
）

あ
の
空
も
こ
の
空
も
み
な
つ
な
が
っ
て 

中
村
与
志

月
夜
に
は
私
と
歩
く
か
げ
ぼ
う
し 

浅
沼　

裕
（
え
み
）

六
十
の
髭
が
わ
が
ま
ま
ば
か
り
言
う 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

雪
や
け
顔
あ
つ
化
粧
で
成
人
式 

佐
々
木
ひ
ろ
子

妖
怪
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
い
る
子
ネ
コ 

森
田
榮
子

軽
い
キ
ス
い
ら
い
ら
を
消
す
お
ま
じ
な
い 

笹
田
か
な
え

辛
抱
の
か
け
ら
も
な
く
て
キ
レ
て
い
る 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

透
明
に
な
る
ま
で
嘘
を
か
き
回
す 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

臨
月
も
五
度
目
と
な
れ
ば
た
じ
ろ
が
ず 

西
村
吐
夢
（
務
）

減
反
の
畑
に
か
ぼ
ち
ゃ
が
ご
ー
ろ
ご
ろ 

鳴
滝
笑
美
子

勝
負
師
も
罠
に
嵌
っ
て
丸
裸 

坂
上
た
い
ら
（
實
）

尻
尾
出
た
ま
ま
の
狐
の
嘘
を
聞
く 

岩
間
十
三
男

点
滅
を
さ
せ
て
ホ
タ
ル
も
泣
き
笑
い 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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①
感
動
の
卒
業
式

３
月
１
日
（
火
）

　

曇
り
空
か
ら
雨
が

降
り
落
ち
そ
う
に
な

る
中
、
厳
か
に
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
岩
本
校
長
か
ら

生
徒
一
人
一
人
に
、

卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
３
年
間
の
思
い

出
を
胸
に
田
子
高
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

②
安
比
ス
キ
ー
教
室

（
１
・
２
年
）

２
月
18
日
（
金
）

　

恒
例
の
ス
キ
ー
教

室
が
、
安
比
高
原
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
天
候

が
崩
れ
、
吹
雪
模
様

に
な
り
ま
し
た
が
、

思
う
存
分
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

③
ギ
ル
ロ
イ
海
外
語

学
研
修
報
告
会　
　

　
　

２
月
９
日
（
水
）

　

１
月
４
日
か
ら
12

日
ま
で
、
１
・
２
年
生
14
名
が

海
外
語
学
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
ス

ラ
イ
ド
と
ビ
デ
オ
映

像
を
交
え
、
ギ
ル
ロ

イ
高
校
と
の
文
化
交

流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
様
子
な
ど
紹
介
し

ま
し
た
。

④
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
仙
台
校
冬
季
講
習

参
加
（
１
・
２
年
）

12
月
25
日
（
土
）
～

30
日
（
木
）

　

今
年
度
か
ら
大
学

進
学
を
志
望
す
る
生

徒
の
た
め
、
町
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
大

手
予
備
校
の
進
学
講

習
に
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

講
義
の
速
さ
と
学

習
量
に
追
い
付
く
の

は
大
変
で
し
た
が
、

５
日
間
集
中
し
て
内

容
の
濃
い
勉
強
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
高
等
学
校

結婚
●　個人情報保護のため掲載を省略しています

お悔やみ
●菊地秀雄（90歳）道前
●宍倉礼子（83歳）風張
●工藤章利（48歳）下本町
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
２
月
28
日
現
在

世帯数／2269（−１）
人口／6656（−14）
男／3206（−７）
女／3450（−７）

（　）内は前月比です

広報たっこ2011年４月号（平成23年３月23日発行）通算第617号 ◆発行＝田子町◆編集＝タプコピアンプラザ　青森県三戸郡田子町大字田子字
天神堂向22-9 ／電話 (0179)20-7229 ／ FAX(0179)20-7225［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 TEL
＆ FAX (0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●平成23年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（±０）

３人
（−３）

２人
（−１）

０人
（−１）

０人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成23年２月28日現在

	 ２月中	 ２月末累計

	 435件	 1028件
	 （−58）	 （−30）

	 ５人	 ６人
	 （＋２）	 （−１）

	 540人	 1281人
	 （−67）	 （−25）

発
生

死
者

傷
者

（写真④）頑張るぞ！ （写真③）ギルロイにて （写真②）慎重に… （写真①）おめでとう！

●4月1日（金）
　麻しん風しん予防接種（３期・４期）
　（せせらぎの郷）午後3:30〜4:30
●4月4日（月）
　麻しん風しん予防接種（３期・４期）
　（せせらぎの郷）午後3:30〜4:30
●4月6日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　個別接種
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●4月8日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●4月13日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月14日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●4月15日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30

●4月19日（火）
　保健推進員研修会
　（中央公民館）午前9:30〜11:30
●4月20日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前10:00〜11:30
●4月22日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●4月27日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月28日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

4月の主な保健・介護予防事業予定表


